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本
日
、「
第
二
十
四
回
結
核
予
防
関
係
婦
人
団
体
中
央
講
習
会
」
の
開
講
式
に
あ
た
り
、
全

国
か
ら
お
集
ま
り
の
皆
さ
ま
に
お
会
い
で
き
ま
し
た
こ
と
を
、
大
変
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

日
本
の
結
核
は
、
以
前
は
患
者
数
が
多
く
、「
国
民
病
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
う

し
た
状
況
の
中
で
、
多
く
の
方
々
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
日
本
の
結
核
罹
患
率
は
著
し
く
減
少

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
昨
年
も
、
国
内
で
一
万
五
千
人
以
上
が
新
た
に
結
核
を
発
症
し
、

二
千
人
以
上
が
結
核
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
結
核
罹
患
率
は
人
口
十
万
人
あ
た
り
十
二
・
三

で
、
未
だ
に
欧
米
先
進
国
よ
り
高
い
水
準
で
す
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
高
齢
に
な
っ

て
免
疫
機
能
が
弱
ま
り
、
若
い
こ
ろ
に
感
染
し
た
結
核
を
発
症
す
る
人
が
多
い
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。 

ま
た
、
一
昨
年
は
、
十
歳
か
ら
二
十
九
歳
の
若
い
世
代
で
新
た
に
結
核
を
発
症
し
た
患
者

数
が
増
加
し
ま
し
た
。
若
い
世
代
の
結
核
患
者
に
は
外
国
で
生
ま
れ
た
人
が
多
く
、
二
十
代

で
新
た
に
結
核
を
発
症
し
た
患
者
に
占
め
る
外
国
出
生
者
の
割
合
は
、
七
割
を
超
え
て
い
ま

す
。 世

界
で
は
、
世
界
保
健
機
関
の
推
定
に
よ
る
と
、
一
昨
年
に
、
約
一
千
万
人
が
結
核
を
発

病
し
、
約
百
五
十
万
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。 

世
界
の
結
核
罹
患
率
は
、
人
口
十
万
人
あ
た
り
約
百
三
十
と
、
日
本
の
十
倍
以
上
で
す
。

そ
し
て
、
世
界
で
は
約
四
十
万
人
が
、
多
く
の
薬
が
効
か
な
い
多
剤
耐
性
結
核
で
し
た
。
普

通
の
結
核
は
約
半
年
間
薬
を
飲
み
続
け
れ
ば
治
り
ま
す
が
、
多
剤
耐
性
結
核
の
治
療
は
ず
っ

と
困
難
に
な
り
ま
す
。 

結
核
予
防
関
係
婦
人
団
体
の
皆
さ
ま
は
、
全
国
各
地
で
、
結
核
や
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ(

慢
性
閉
塞

性
肺
疾
患)

を
は
じ
め
と
す
る
生
活
習
慣
病
な
ど
の
正
し
い
情
報
を
伝
え
る
活
動
、
被
災
地
の

人
々
の
健
康
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
で
結
核
患
者
を
訪
問
す
る
た
め
に
使
わ
れ
る
自
転
車
を
贈
ら
れ
た
と
伺
い
ま
し
た
。

皆
さ
ま
が
、
国
の
内
外
で
の
結
核
対
策
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
心
強
く
思
っ

て
お
り
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
の
講
習
会
で
は
、
結
核
の
診
断
、
外
国
生
ま
れ
の
結
核
患
者
の
症
例
な
ど
の
講

演
や
、
班
別
討
議
が
お
こ
な
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
の
貴
重
な
経
験
や
情
報
を
交
換
し
、
今
後

の
活
動
へ
つ
な
が
る
機
会
と
な
り
ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

皆
さ
ま
が
、
健
康
を
大
切
に
さ
れ
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
、
結
核
予
防
の
活
動
を
積
極
的

に
推
進
さ
れ
、
広
く
人
々
の
た
め
に
力
を
尽
く
さ
れ
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
願
い
、
開
講
式
に

寄
せ
る
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。 


